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虐待防止チェック表への記入後、研修の演習①➁で使用した事例とワークシートを使って

虐待を起さない、繰り返さないためにどうしたら良いかディスカッションを行った。 

「これって虐待なの？」について意見交換を行った。 

 

「起さない、繰り返さない」ために出来ること 

・利用者さんを知る 

・行動や心理状態を理解する 

・安心して作業が出来るような環境を整える 

・翌日の行動、活動に変更があった場合、施設内で共有していく 

・パニック時の対応マニュアルを作成する 

・担当を見直す 

・複数人で対応をする  チェンジが出来る体勢をとっていく 

・利用者さんとの信頼関係を作る 

・起こった出来事を全職員が共有する 

・クールダウンできる場所を作る 

・急な予定変更がないように日頃から意識していく 

・報連相の徹底 

・朝礼で当日の動きの確認 

 

 

上記の事を達成するために取り組むこと 

 

・利用者さんを知るために、多く関わり関係性の構築をする。モニタリング。パニック時

のマニュアル作成。支援計画の再読。定期的なミーティング。特性の理解。 

 

・配置を見直すために、適切な人員配置を考える。業務におけるストレスの分析をする。 

職員と定期的な面談を行う。 

アンガーマネージメントを行う。 



 

・職員のスキルアップのために研修を行う。権利擁護意識を高めるために研修を行う。 

支援会議を行い支援方法の統一化を目指す。研修を受けやすい施設の環境を作る。 

 

「これって虐待なの？」と迷った出来事 

 

・喧嘩をしている小２男児（戦いごっこ）に声をかけるがおさまる様子がなく、手で止め

るジェスチャーを行うも変化がなかった。危険を感じたため、飛びかかる男児を体で止め

た。止める力が強くなってしまったが身体拘束になってしまうのか気になった。 

 

命の危険を感じた時や怪我に繋がりそうな時は行動を止める必要がある。 

その子の「こうしたい」という気持ちを理解する気持ちを忘れずに支援をしていくことが

大事だと考える。 

 

・無視をする。利用者が職員にしつこく何かを訴えるが初めから無視をしてしまうこと。 

 

状況よるが、反応し対応してしまう事で不適切な行動が続く場合は無視（反応しない）こ

とも必要だ。 

一旦受容してその後は対応しないという事を伝えてからにした方が良い。 

 

・作業や活動の拒否がある場合、参加を促すやり方で気になったことがある。 

 

無理に引っ張ったり引きずって連れて行くなどは問題かと思うが、体の向きを変えるなど

きっかけになる場合もあると思う。利用者さんの表情を観察しながら精神的に負担になら

ないよう気を付けていけば良いと考える。 

 

・「○○やらないと○○できないよ」という声掛けは虐待なのかな？といつも不安にな

る。 

 

「○○ができると○○ができる」という励みになる可能性もある。励み（目標）を設定す

る事も大事な事。出来た！だから○○ができた！に繋がる事もあるので NG ではないと思

う。 

 

 



 

まとめ 

虐待なのかもしれない．．．という意識をもって自分の行動を振り返る事が虐待防止に繋が

るのではないか。 

風通しの良い職場環境を作る事が大切だ。 

上司に報告、同僚に相談ができるよう日頃から話しやすい環境を作っていく。 






